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/Zyungo YOSIDA and Takehiko UTUMI 19481 Measurement of Thermal Radiation 
from the St;.ow Surface by a Simple Air Thermometer. LヲwTemperature Science 4. (With 
English resume p. 10). 

修ヂ
簡壊な空気寒暖計による雪両の輯射の測定

(附.雪面の熱博遼係数の浪J}定Y

吉田 11医五 内海威彦

く低i昆持母研究所際、m物理母部門〕

I 緒

2さからも日零D表面にあたる踊射，また積雲の表面から2さえむかつて故射ざれる稿射は， いま

までるまり測定されていない.Sauberer，1) Thams，2:1) Eckel，:l)泉4)なEの観測があるけれども，

しらぺるぺき問題ままだたくさんるる.騎射の測定にはきはめて細い針金で作った熱電封を使

うのが普通で，鋭敏な電気計器が要るし，測定装置を組立てるのに経費がかかり測定もかなり

むづかしい.殊に，冬<DJll.f外むのiJ判定にはいろいろな国離がともなう.それで，感度もあまり

よくないし指示。遮tLもたきいけれEも製作も取依ひも簡単な稿射測定装置を作ってみた.

安気寒暖計を利用し£たもので， ~たにとの~闘す測定装置の説明をし， モオLで、測定した一つの結果

生報告する.

II 測定犠置

第1闘が弘置の硲i品iでるる.B1> B~ は直径 3cm の肉のうすい硝子球で，上にむかつてついて

いる柄も加えて薮さ 3grほEでるる.柄vJ二の端はコの字形の連結管(内筏1mm)の片方の

端に認ささ用コンバウンドで筑密にとりつける.控結管の他方のJi，'Mは麿合むせで、U字管;j重力計M

につなぐ.Mの硝子管も内径 lmmの毛細管で，民5J:ポンプ用の油が入れてるる.sはMの雨

lJ~~の油の商の位置をどはかるため D物指で，鏡の表面に目盛~刻んで作'01.ζ • IVu T.れはトグン叙

の二重壁の倒筒(内径6cm)で，それぞれその，.q1心線の上にB"B2がるる.エチレングリコ{

)1-の水溶液を左上の側管からwの壁の[留に入れ，それから lfちの聖の間に移し，右下の仮lJ管か

ら111るようにして循環さ古る.B ， の下に貼 fJ~で示したDは細かい民鮮の網で，その下の破tjiiは

粗い餓の網である.とのこつの綿は風がJ:j!i;ζ吹込むのを妨げるためにつけた.Lは取外しので

きるトグン銃の蓋である.B・~ il.J下は，すなはち rV2の底は，トタン叙で、鴎弓たま Lであ'，/7.>. T171， 

If/，，;ι内郊の BhBから上の方はおiiをつめて空気が自由に通わないよう段した.Tは循環液の混 J

投合、ti昆干'11}，研究所業*j(，第49~虎.

低湿科書星第 4\)努昭和 23~
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第 1 図
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響の上に質験机を据え，水平

に1mほどの棒を出して，その

先に第1闘の装置をとりつける.

蓋Lをつけたまゾにして3なげば

B!， B2のなかの空気の漉度は循

環液の温度と等しくなり，1げの

なかの油の商の高さの差ば一定

のtえんをとる.Lをとりはづす

と，B1は三撃の商と縮射D交換を

行い，B， 内の~筑の温度がかわ

?ってヴ Jげのなかの泊の商の高さ

の廷は h'l'Lかはる.h=h'-h 

よって零から来る鶴射を求めるととができる.

W{とI九とのなかの循王室液の温度は常に同じでなければならない. t函;陥は示さたかったが，

W~ にも寒暖計をつけてある.院の温度と 117.，の温度とはいつも同じであった.エヂレングリコ

~kの液は，小型ギヤポンフ。を電動機で、廻して循環させたが， ~夜の温度 tll' が気温 t，( にひと L"v、

と都合がよト それで直径15cmほEのトグン銀の蕊!筒の端に扇風機をどつけた簡単えに吸込み風

洞を作り，そのなかにアルミ zウムの蛇管を入れた.ギヤポンプa::tUた循環液は，との蛇管の

なかでほピ気温と同じ温度になり，それから W1"'-行く.風洞の入口には寒暖計をとりつけた.

風がよくあたるので豆確な無視が測られる.

第1岡は，零の函からくる縞射をとはかる装置であるが，M以外の部分a::全部活さにすれば設

からくる踊射をはかるととが出来る.とのやうな装置も別κ作った.主主ほ B とB]とを入れる.

~聞をと-'0のílßのなかにつくったもの，すなはち W1 と IF2 とを直接に結びつけて一つにして

了ったものも作ったとの方が締法が丈夫でよい.

III検‘定

硝子琉 B1>Bゴ(第1闘〉は患で黒くしてあるので，とれにるたる穏射はほとんぎ全部吸収さ

れる..ー10.C-3ぴCで，黒鰻ふらでる騎射の強さは，波長10μの重うたりに極大があり，波長

5μ以下ではOに近い.5μ以上の波長に封しては7.1<.や零の吸牧係数はほとんど 1である.それ

ゆえ， Eさからくる波長ゐ短い騎射がるたって反射するのを防タさへすれば，零や7.1<.の商は黒鰭

り商と見なす事が出来る.すなはち室内に零や水の商を作れほ，その両は黒関の固である・需



衡感な空気襲撃駿計による雪面IW~射のìWJ定一 ‘' 電，

鰹からでる輯射の量はよくわかってゐるから，室内で温度のわかってゐる零や水の面の上に第

1圏の装置をかさ、ぜば国射萱と h(h=J.ι-ho:前節参照〉との関係を求めるととができる.黒

の表面から，立関魚 πのなかに放射されるエネルギ{ε と温度lOとの関係は Oocのちかくで

鰭は

e = (7.5千 0.11t) x 10-8 caljsec， cm2...・H ・...・H ・-…(1)

であらわされる.

質験室の床に 05cm x 55 cmの黒い漆塗りの木の潟民用パットを置き，それにJI(や零を入れ2

その上約40cmの高さに袈罷を支えた.

t" 水や零のi毘度1
~ .dt; t"， - t" 

fl(' 循環水0温度j

t" 筑温

としてん，tW)んをいろいろにかえて，.hを測定した結果，hが .dtに比例するととがわかった.

くわしいととは，あとで第3闘によって説明する.ただ，とのやうにて検定をするのに，ハ

ットの大きさが充分でないので，測定装置の有効角度を全部覆うととができない.ずなはちパ

ヴトのまわりの床からでる幅射も硝子球 B1参にるたる.

ベる.

第2闘は，パットに雪.を入れて査

L ~どはやしたりつけたりしたとき，

hが饗る有様を示したものである.

・筑i毘tft は 11
0Cで遣うるから零の表面 31 

はOocと考えてよい.即ち tg= OoC 

である.闘のHt，HnはMのこつのお

泊頭の高さで，HA- I1nがんやrに

なる.横草dl~乞は時間をと9た.はじ 吃
12 

め葦Lをかぶせて沿いてbを求め2

分自にLをどはすしたすると， 10分

自には h'は定常のfrtiになった.すな +0，5

わち8分ぐらいの指度。必くれがる
-0. 

る.11分自に扇風機で約 2m/secの 。
風を水平にあてた・風が少しはいる

5 10 

第

/ 

tw 

ta 

弘
ヤふム合一叫 E i ・-ーーー-
f5 20 ?:J min. 

2 殴

ため，ltはわやかばかり小さくなる.硝子球B1の下の金網がないと，との鑓化はも?っとひどい.

l6分自で扇風機をとめると νは元D植に戻り， 22分自で輩Lをつけたらそれから 5，6分経
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って最初の飽 110にかへった.とのやうに指度のおくれが 6-9分遅うる.風の影習もたしかに言う

るけれども 2m/secの風で 10%の程度?とすぎない.

mm 
10 

。

見ク交

メプ

5 L¥t = tw同 t&'
第 3 闘

λ/0 

4ノ~

//シバ

L一一一日一一-_._""{O しを

第3闘は h=h'ーんと L1tと

の関係を示す検定曲線で詰う

る.t，αとt"，とは15'。に保ち，

t ，をかへ?と.パットに零を入

れたり， 71<を入れてその温度

をかへたりして)t"在鑓化し

たので、ある.黒い間印は風の

ない時，ばつ印は2m/secの風

の遅うるときの測定11在で、ある.

hとL1tとの関係はだいたい資

料iぞ、かいた直結lによって表は

され，hをmm，L1tを。Cで示"ltば，h=kL1tの比例常数是は 1.4となる.1，(， をほかの植にして

も，同棋な直線が得られ，比例常数もほど一定しせゐて，千均をとると k=1.3となる.しかし，

との止の航は測定装置を床から 40cmの高さに支へてとワたものであるから，あとで訂.lEする.

議温 taと循環水の温度/11'とはいつでもほとんE一致してゐて，ちがっても γC=Ii::趨えると

とはない.しかし，その差が多少は鑓勤するので，その影響もしらぺた.第3脳!の白閣の瓢は

んを 100C，t"をOOCに保って t1l，をかへた場合の hとL1tとの関係でるる.白闘印の野iiは，だ

いたい破棋で・示した曲紘の上にある.L1t=10
0

Cでは t"，=t“で，その左右の 3:Cぐらいの範固で

は賀線と破線とは一致してゐる.破線上の貼については L1t=10
0

CからのはすサLが taとん。どの

差になる.たとえば L1t=7
0

Cでははやれが 100-7
0

=3'。で， とれが九一fu'である. とれからみ

τ九ーんが 30C以内ならば αは lfに封して影響を及ぼさや，hは tt('ーわだけできまるととが

わかる.九一t"，が 3
0

Cを超へるとhとL1tとの比例調係がみだされるのは(ij'j子球β のまはりに到

流がおとるためであろう.

以上はパット内の水面と臨射計との距離を 40cmとして求めた結果であるfさきに逃ペたと

ゐり，とれで、は水面のまはりの床からのi話射も測定装置Kはいる. 71<のib'J度t"はんよりも低い

ので，床の温度は t!九よりも高い.すなはち，んよりも高い温度。物鵠から，師射がはいってい

総

たので，Mに現はれる底力差 hはほんとうの値よりも小さすぎていたわけで，上にあげた k=

1.3 は小さすぎる.装置を 71<~乙近やければ，有効角度のうち水面で覆はれる部分が大きくなり，

Lはほんとうの値に近づく.それで、 tll，t;lを一定に保って，水商と装置との距離 H をかえて

kの麓化をしらぺた. その結果が第 41~~1である， H は 13cm， 27 cm， 48 cmにかえたが，k ~ 
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Hとの関係は直線である. しかし，Hが13cmに 「一一一一一一一一一一一一一一一
4人

なれば，醐計の有効角度M とんど水面で裂は ιしミ(
れるのとれ以上Hを小さくしても止の飽はほ

3 
とんど鑓らないで.止と Hとは黒li線で示したやう

な治総で去はされるであらう. それで，との粘繰

の水王子部分11:相脅する止の値3.5をIEし¥.A'止の値 z
としてとてコた. とのようにして

t"ーら=h/3.5 h=h' -h" 

が得られたので，との式のんを黒躍の紹射の式(1)

の tl1:代入して し

O
AUV 

.L...一司自-ーー一一L_一一一一。ーし一一四一…ーー--.

10 20 30 em H 
第 4 圏ε=(7.5+0.11 tw-O)H h))( 10-3 cal/c111~. sec. 

が得られる.戸外の容の商について hを測定すれば，それからとの式によって零の商からさきに

向って放射きれる〈反射される幅射も含む〉査結射量が求めら料る~さからくる伯射を測るの

にも全く同じととがいわれる.

h=I(-!Ioであるが，h"は循環水の温度11('が盤、ると少しかわる.それで，あらかじめんとんy

との関係を求めてをいたが，測定中ときどき査Lをとっけてんの値をたしかめた.

VI 測定結果の『例

昭和20年D暮から 21年の春にかけて札幌の北大構内で測定した・次にそのうちの一つの例
P告

をあげる.

/ 零の表面で、起る熱の交換は次の間つの要素にわけられる.

(1) il話射による2さとの間c熱交換

(2)答集との間の停遼κよる熱交換

(3)芥華による水蒸気の蒸殻滋結による熱の符失

(4) f-1t塁手内部との閣の熱停導による熱交換

との四つのととがおの訟のどのくらhのものでるるかをときめるととを問題とする.(1)は幅射

計によって求められ， (3)は零の昇華置をはかればよい. (4)は112零内部の温度勾配と騎零の

熱[事導度から求めるととができる. (2)は直接に測定する方法がない. しかし，}F.誌づ伏態なら

ば (1)十(2)+(3)=(4)の関係があるので， (1)(3)(めがわかれば (2)もきめられる.け;le 

も積雪の熱1~}:導z容は零の性質ーによって非常に袋、化するので，1Eしい自f[を知るととはむつかしい.

又積雪:のなかの温度勾配も正確Kはv!ijりにくいので， (4)の値は極く概略のものしか得られな

い.それで次のやうにして〈めを完全に()にする方法をとった.
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第5鼠Tvように，霊木材で 40cm角の四角な枠をつくり，それに金網を張担，金網の上に雲

を平らにのせる.雲は比重0.37で、かなり罰いので，銀で杭

O 
2 

O 

霧 5 闘

平

面

の形に切ってからのぜた.零の板の厚さは2.9cmでbる.

との枠を4本の脚で，積書:面から 30cmの高さに支える.

との雲の披に到しでは，積主主内部から倖導でイ専.わってくる

熱はない.ナ;lj:*1はち (4)=0である.1'は寒暖計で，球部

との隅にかいた闘は，昇華量測定用の能である. トタン抜

で直挫 5cm，高さ 3cmの簡を作り，底に良誌がの，r.fIlかい網

をはる. との龍に零を入れ，闘のやうに零の板にはめとん

でおき，とき Eきとりだして重さを測る.重さの麓化によ

って昇慈愛が知られる.

騎射の測定装置は4藍っかそコた.番披をつけて 1，II， III， IVとする.1とIIとは空からの騒

射をはかるもので，二っとも同じ僚件で、っかづた.IIIとIVとは零面からの髄射をはかるもの

で， IIIはまえに述べた通りに，積零酉から 1mの高さに支えた.IVもやはり主主面のうえ 1mに

支へたが，その上κ六分故を何枚も並べた簡単主主毘根を作った.ナ訟はち， IIIは露天の積雪か

らのq話呆J-a:， IVは犀艇の下にある零面からの臨射をはかるわけである.第51訟の零の板からの

師射は直接には測らなかった.容の板は商積が小さいので，との上に稲射測定装置をと沿いても，

測定器の有効角度をおおうととができないからでるる.測定は昭和 21年 3月19日から 20日

にかけて行ったが，第6悩;はそのう't， 20 日の午前 0 時から午前 9 時までの測定結果で，横qîlÙb~

時刻でるる.測定中室は全く雲に被はれて，ときどき極めて弱い認定がふった.

lばの (a)は昼からの幅射を示す. しかし揺射堂そのもので表はEさや， ~さを黒躍と考へて，

それだけの I~高射をだすべき温度すなはち黒樫温度で表わした.資総と容~i線とぽ，結射測定装置

IとIIによる測定値で，こっともわりあひによく一致してゐる.きたの零の支面からの幅射!につ老

いても，やはり同践に黒髄温度注用いた.

(b)は露天の積零国の温度で，賀線は幅射から求めた温度 ts，馳線は雪.の表面下 lcmのとと

ろに寒i夜討をさしとんではかうた温度 t，である.

(c) は屋根の下のflí~奪回の温度で，資総と;ti}i線との意味は (b) の場合と同じである.

(d) の箆紘は循環水をと冷すための風洞 D入口ではかった気混んで，~・商上 30cm の高さの筑

温である.臨総は第 5 闘の雰の板の温度わJ で，さしとんだ窓!艮:~-lで、求めた.

(e)はピラム風速計で、はかワた風濯で3分間の子均値でるる.

。時から 6時までは夜であるから，波長の短い幅射紘はない.それゆえ，主の耐は諜践とみ
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表

又

簡単な空気書写援計による蜜ini!li¥¥l討のIJ!IJ定
‘警察1

7 

。C

2 

化が少いので，ほど定 o~ 
抗f
エ‘

ついて考ヘる.

11f[s射:簡単のため，

砲射から定めた零の表

面の温度tを表面温度，

寒暖計ではかったlcm
~I c 

の深さの温度むを表厨 v 

温度と主主づける・露天 2 

常欣態にたってゐる.

それで、との聞のととに

の場合，表面温度と表・

-2 
、‘'一、.一 &、 ".-・ー・ ー "， 、ー'、@・晦

2 

o~ ..-， . ， ， 
vy 

ー21・ー~噌ーー・一、

産技下

~.-4一一-.-.ー .tL._. ー.-.-..プdゴゴ_4-
ts 

い

+M「

川
下
ト

ハU

ワ心

ち

場

て

ヨ

胤

U

Z

ω

'レ

c

b

致

円

心

の

一

1

根
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第 6 圏

内:表面滋皮 tt:宮廷}蚤温度 ta:気 滋 t1':霊堂の板の温度

ら受けるだげの臨射をll¥しているものと考えられる. J，![Jち，屋根。下面と積雪.固との開には揺
ミ私

射による熱D移動はない.第5極!の患の;j'l(も屋艇とほピ同己保[牛にあるから，容の;恨の下面と，

積零聞との聞には揺射による熱の移動はないととになる.そして，塁手の扱の上の面の温度は，

露天の続零商の去面、温度に等しい筈でるる.なぜならば，零の板の上面から lcmのととろの温

度 ((d)の騎線〉と地上の蹟零lcmの深さの温度，即ち表暦温度 ((b)の知総)とは等しい.し

たがって，零の板の上4~分の祇態と露天の積雪の表面泣く V'_>JIk態とは全く同じでなければなら

ないからである.

観測した時間t.i:::on寺-2時， 2時一4時， 4時-6時D三つに区切って，室。温度toの平均値

と容の:t1.'tの上面の温度く=蕗天の積雪夫陶温度)11の王子均値とを第 l'去の第 1列1t:表わした.
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そしア， q，.=O.l1 x (tl-tO) x 10 -3 X 60 cal/cm2， min. によって，主主の板の上面白 1cm2から 1mIIl 

間に騎射によって失はれる熱量を計算した.零の板。下街からは輯射による熱の得失がたい.

昇華:昇華・量測定用の錨(第51昂j)vr.主かの零の目方V2時間の減少量から，第1表第2列

の結果を得た.c能は二つあるが， 1の方には零Zコ板と同じ厚さK害t1i::入れ， 2にはそれよりも少

なく入れた:1と2との零D量の比は 1.4である.しかるに1と2との謀議量の比をとると 1.42，

1.65， ]，42となった.それi世蒸護霊は零D厚さにほピ比例してゐる.すたはち.議設は零の表

面からだけ起っているのではなく，すくなくとも表面から 1cmが2cmの深さにわたって，単

位髄積について同巳量だけ蒸設する.したがって，零の板は蒸裂によっては，表面だ貯が冷さ

れるというととはなく，全瞳が一様に冷える.それゆえ，零l)tiQ:の下山.の温度と内部の温度と

はだいたい相等しい.

第 1去の諜殻量は 1の誌について得た値である.との恭護量に蒸護熱 680cal/grをかければ

譲渡によって夫はれる熱量 qsが得られる.

第 1 表 ささ無から俸導によって輿へら

|一時 1
2-4時/4-6時 れる熱量零の面。熱体連軍停を

αとすると，零の松の上回と下

r M<< I蹴(空 2

- 2.0 - 2.5 - 2.5 

! 籾~.f ~ C
O 

雪上留 :/1 - 0.3 - 0.5 - 1.2 
I白.とで

失なった熱登:q，. 0.011 0.013 0.009 q=α(t，，-t1)十 α(ta-2t)

昇撃f譲渡霊mgfcm2川 in 0.158 0105 0.112 =α[2t"ー (tl十tJJ
占たなった熱汲 :qs 0.107 0.071 0.076 

8 f口 q，'十 qs 0.118 0.084 0.0可5 だけの熱がささ気から零の板に興

ia皮f雪下街:t2 - 1.8 - 2.0 - 2.2 へられる.t"は空気。温度，tl 
し。祭儀 :tα - 0.5 - 0.8 - 1.2 

JI = 2/.α-.(11 + '2) 1.1 0.9 、、1.0
んは雲D板の上商，下回の温度

α= qfJt 0.107 0.093 0.085 である.t1 は露天積零面の表町

5 風 漣 vmfsec 1.8 1.3 1.2 
温度，tcは屋根の下の積書簡の

6 α / 0.022 0.017 0.016 

7 α/α/ 4.9 55 5.3 表面温度にひとしい q=q，十q，

8 議皮%(71<.にづいて) 97 98 91 によって qを求め，との式から
一一一一一一一一一一一 一一一一一一

(q，'， qs"dの思伎は ca1/C1112.IlIIn.混皮は本L脱叙象台の続出HI庇1 αがき占うられる.第1去の第3

列に qを，第4列tてんらをるげた.

金属板に平行に流れる流聴から，金属板に興へられる熱の体達率 dについては

r/ = 0.0568士(跨)0.8
がなりたつ. Merkelが5さめた公式でるる.向 Aは流鰹の熱体導率，Lは金属板の長さ，Peは

Pecletの数で， Pe = vL/aであるか:風速， a: vk臨の混度瞭散率).零の紋は 40cm角でるった

から L=40cmとし，J.， a j'C&;試についての1iii0.0033 cal/cm. min， 0.188 x 10-.j m2/secをと使って
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αfを計算fると第1衰の第6列の値となる.α/0.1の値を第7列に示したが，その値はだいたい

5に近い.すなわち零の面の熱停達率は金麗杭の表面の倖建幸容の5倍である.零の商は金属面

に比べると非常に粗いし，又風が零の商から内部へすとしはいりとむととが考へられる.叉零

の面の温度としては黒臆温度を使ったが，金属板の賢験では熱電封で測っている.とれらのと

とは，いづれも αをdよりも大きくする.

零の:仮についての測定では，風速むの範囲がせまく， αとU との関係を求めるととはできな

い. しかし，風速の 3-::)の値におして a/o.'がほぼ一定値の 5であるから， αとU との閥係は

Merkelの式の形によって去はされると{限定してよいであらう. それで零の面についての熱

俗控室容として， さきの Merkelの式に5をかけた

αZ028Jws 

が得られる.

摘 要

一種の筑臨惑暖計を用い，空からの揺射，積三主面からのi南射をと測定した.測定の--::)の例告と

15 rYたがその結果は次のようなものである.
(1)喜まった夜でも，積零の民の表面温度(~を黒簡と見て臨射から定めたもの〉は，表商下

lcmに寒暖計をさし入れてはかった温度よりも工C_1.5
0

C高かった.民の表面i活i度と控訴

の温度とはかなり接近してゐるが，それでもrcちかくの差を示すととがるった.(第5闘
の5時のととろ).

(2)積零の蒸畿は民の去imだけで龍るものではない.表面下少くとも 1-2cmの厚さにわた
って起っている.と Lにるげた例では，密度0.37の零で，筑温-2"C，~.品度 98%，風速1.5

m/secの場合0.04mg/cm¥ mir析蒸裂が起った.

(3)厚さ 3cmの零の板を積零の面上 30cmの高さに支え，との零の板が稿射及び諜穫によ'

って失う熱 qを4とめた.夜で，ほど定常扶態になっているので，qは空気から惇導によっ

て~宰の板に興へられる熱に等しい.qを零の表面の温度(黒鰭温度〉と議'温との差Jtで割

って熱{専謹率αを求めたら， α=0.11"，，:，0.08calfcm2， min， degとなヲた.そして Merkelの

A 
式をもとにして α=0.284--;.--(Pet8を得た.(tl:空気の熱i専導率，L:零の根の長さ，Pe: 

L 

Peclet数〉

との仕事は文部省宇j墜研究費及び、墜術振興合援助金で行ったものである.
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Resume 

An air閏thermometerof a simple design isconstructed for the measurement of radiation. 

Two thin wall gIass bulbs of diamet町 3cm. are connected by an oil U助tubemanometer・.One

of the bulbs is inclosed in a vesseI which is kept at a constant temperature and theゐotheris 

exposed 50 that it may receive the radiation from the snow surface. The pre5sure differenc巴

due to the temp巴ratur・巴 difference of air in both bulb里gives th巴 quantity of radiation which 

the exposed bulb recei ves. 

An experiment is described which wa5 done for the purp05e of det巴rminingthe direct heat 

exchange between the snow surface and the air over it. Snow surface loses heat by three 

causes: 

(a) radiation (b) evaporation of snow (c) direct conduction of heat to th巴 air，

artd it receives heat by 

(d) conduction from the snow layer below. 

A relation exsists between these causes， that is a+b+c=d.明Te can measur巴 the(a)， (b) and 

(d) and determine (c) from this equation. But the (d) can not be measured accurateIy because 

it is generally difficult to determine the heat conductivity of snow. The authors heId a plate 

of snow (40x40x3 cm.) above the snow surface 30 cm. high and determined the factors (a) 

and (b) for this plate. It is evident that the factor (d) is null in this case. The conduction 

factor αfor the heat (cf was found to be 0.08-0.11 cal/cm2
• min. deg. for the wind veIocity !.2 

-1.8 m./sec. 


